
 

 

 

 

 

①組織的な授業改善の取り組み 

・「めあて・課題・まとめ・振り返り」のある授業を毎時間引き続き行い、課題の質を高める。 

・小テスト、単元テスト等で定着状況を把握し、その結果をもとに個別指導の充実を図る。 

・ホワイトボードを使い個人の考えを可視化し、全体の中での位置づけを明確にさせた上で意見交 

換の場を設定する。 

・自分の考えを伝え合うために、ペアやグループ、全体の交流の場を設定する。 

②その他の学力向上に向けた指導の取り組み 

・小テスト・単元テスト・期末テストの結果を分析し、月に一度取り組みの検証改善を行う。 

・漢字・音読・計算等、基礎的な家庭学習の課題を毎日出し、提出状況に応じて個別指導をする。 

 

 

 

 

① 指導方法や指導形態の工夫 

・知識構成型ジグゾー法の手法を取り入れ、生徒たちが主体的に思考し学習に取り組もうとする 

 姿勢の育成。 

・「学びの２１世紀塾土曜日講座」の指導とリンクさせた日常の学習指導 

 特に低学力層の児童には基礎基本の内容の反復学習を行い、定着を図る 

② 児童生徒の学習意欲を向上させるための工夫 

・i-Pad 等による視覚的教材の効果的な活用 

・個に応じた課題（週末課題を含む）の取組 

③ 家庭学習の取組 

・語彙数が少ない児童への視写や辞書引き等の課題作成 

 ・年間を通した毎日の課題と週末課題の繰り返し学習による習慣化 

・PTA の取り組みと連携し、毎月第２週に「家庭学習チェックシート」を記入する取組を行い、

家庭学習の習慣化を図る 

 

豊後高田市立 都甲小学校 
学力向上プランの概要 

効果のある取組事例 

【別紙様式（参考）】 



取り組みの様子 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知識構成型ジグソー法」 
に基づく学び合い 

i-Pad 等による視覚的教材の効果的な活用 

「協調学習」の校内研修と研究協議 
グループ別で協議し、意見交流 

１時間完結型授業の徹底 
意見交流にホワイトボードを活用 


